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甘藷 天狗 鼻 病 の 媒介 昆虫 と豆 類 天狗豊満

新 海 昭

(農 業 妓

甘藷天狗発病は,沖縄特有の病気である｡この病気に
力強ゝると､甘藷の茎鮭は芸縮 ･与設生して､いわゆる天狗
症巣状となり､塊根絞肥大LなVも 1947年に粟国島で発
見されたのが最初である｡1950年節から沖純の恵良お よ
び宮古･八東山の各群島にも発生し､稼いて沖純本 島に
も広がった.特に､離島では島全体の甘諸細カ三盆 滞 す る
とV､う状態紅なったこともある｡近年､沖 縄 の 甘 諸 件 は
生 産 丑が低下し､不轟の一途をたどって V'る が ､ そ の 有
力 な一 原 因 と Lてこの天狗巣南 の 鞍 苔 を み の が す こ とが

できな ∨ヽ 天 狗 巣 南の葛延 を 重 視 した 日本 政 府 は ､ 琉 球

政 帝 の 依頼 に答 えて 1951年か ら数 次に Eiって研究 者 を派

走 Lて 調査 したが ､何 軒よって伝 染 するか その経 路 を明

らか に する こ とが モきず､結局小 麦ま で捻秩 極的 な防除
対勅 くとれな か っ払

顕 著 は 1962年 10月か ら1963年3月までの5月と､同年4月
か ら､相月ま での 8..qの2回､総理府か ら派遣 LS弟で臼一報天
狗発病の研究 紅当 つ亀 毛の終発､天狗果療法gpでダ
ラヨ コバイ 紅 よって媒介 される ことが明 らか好な抄,塞
病 中 の召取 野とtF,あれた天狗巣病 もここ打 ようや く的確な

防除 が で きる見通 しがついたo ここでは､クpマグラヨ

コバ イ に よる天狗 発病 ウイル ス媒介紅つV,て報告する.

実験材料 および二方法

甘詣天狗典宿が果して昆虫T.Tよって媒介されるか､ど
んな軒数の昆虫が媒介するかを明らか打することが先決

問駈{･あった｡そのため打はまず鱒丙の甘舘を開窓Lな
ければならなVTr.以下､実験材料および方法の大野を記■

すふ
I. 健 全甘甜

沖 純 モ 披 ､ 天狗熱病に対して頗慣把撫柄であるE_とを

鮮明割 1た甘藷がな,∨㌔ をのぬめ実験用の甘猪は､1962

卑冶月に茨城県行方郡離塾p町で.%者が採笛､その後凍窟･

西ヶ原の研究所ガラス塞内で栽培したものを持参したO

この甘諸は18月に弥縫にし､琉球虚業試験場ガラス蛮内

てこ操って婚菟させ､髄時欧課した0品稀は. 抑約100号

である｡

2 , 罷病棟の凍典地

甘藷天狗典病棟披,主に下記の地方から採解したもの

を練櫨にして用V､たoこれら甘詔披, 主に弔問､ 押紙

l∝喝･､再拝､平安山7号であるo

術 研 究 所)

沖飽 勝連村平敷爵-･-1962年10月採蝦
J'' 与寄馳 更村政 鴨島･･･1962年弧n月j乗艇
3. 昆虫の採 熊地

昆 虫の採 取に当 って絵 ､吸収 ロを有する観軒を封鎖拝

しね 原則 と して発病が 認 め られた皆伐畑で行なった

が ､ 鼓 絶 島 お よ び 伊 計 島 で 捻 ラッカセイ佃でも存なっ

た ｡ 昆 虫 の 主 な 槻 地 は ､下 記のようである｡

沖 租 勝 連 村 平 鹿 星 ･･- 11962年10,11月搬

･/ -年取 峨 村 寮 鹿 島 -1962年18､ll,i2月潔典

･/ ク 伊 計 由 -1962年11､12月採袋

// JP 常城島 ･･･1962年12月横位

宮古 平良市 --･･･-･-1962年12月､ユ963年6､7月採

*

三等鮫 威 張紺巨 9柵 月解
凍輿披全て輪虫鼎を鞘帆 FiV嘱更串の方瓢で好漁っ
私すくvl東砂匡当って絵､病棟を申ふ紅社の澗鍔を飽
雨音離す雛に､同一噺を数回すくいとっ東巾葦鼻した
虫は､骨轟ま髭披ダイズを縫えた群かど紅入れ,胴乱紅
収めてヰち掃う尭0
4,伝鞄突放の鰭典および方預
採処した虫の御はた瞭飼野は1.親等冷静を藁-3兜本
桐および円筒を用い払 米桝絵蒔き6触m､r掴馳･m､
前面と上面把はLJ与-ルを張J}払113筒絵描さ3馳m､
径10cmのもの T'ある｡昆虫の移し換え紅汝.キセル鞘
の吸血管を用V＼ 昆虫の種斯界けなどは脱酸ガスで塵瀞

して行なった｡

潔如し兜虫軌 予め綿寒冷紗構内乾田麗し無病線紅旗

飼して､作鼠に南棟を戯汁さ舵 O購棟敢汁の瑚瑚戚な

るぺ(滋くするとと拓弾め渡航 成鼠の勧倉披2-5凱

幼虫では5･～W日のものが多かったけ 掴練を蚊汁させた

奴披､引穐き地相の敦まで鍵鰯 夏物へ移し､路Jr織物を

兇新しながら､騨1fほ して死抵い変る敦で緒締節筋を蛇

打た｡

鞍嘘の終っ允植物には,念のため殺虫禰TE㍗Pを倣

布L､卵の僻化が解っていない場合妓鋸ま尭披簡内転保

って､W･化が解ってから敦盛L､ガラス'aへ移し兜8

5.雛 縫物

接種実験紅用V,た縫物の秤動披､耽龍の甘藷のを芝地､紅

ダイズ､ササゲ,インゲン`ラブカセィ､ェンドゥ,ゾ



(54) 沖 抱 腹 :菜第25埠 節 2号 (1963)

折 l/In ii鴇ミ昆虫のウイルス喋介の有無

嫡 棚 吸 什期 間
健脚 鮒 珊 憎l発病植- /接軸 物数敬

ミナミマグチョコバイ

11月12-21rl(1962)

5月10-20【1(1963)

マグヲロコバイ

12J126-29rl(1962)

121126ロー29∩(1962)

7.3ズキンElコバイ

12川1.-24n(1962)

12n19-29n(1962)

クtJミヤクィアモジロコバイ

12日26-29n(1962)

ヒメt]コバイの1和

12川3-191‡1(i962)

ヒメナガカメムシの1耶

クロマ〆ラヨコバイ

6月25-29円(1963)6月25-29円(1963)

1;芸22;RB::芸…諾 (1963)I165:It芸慧禦 24望 描 362′2

12月29日～l月10口(1963)I20

12月2相 -1剛0円(1963)I20

12月24日～1月31日(1963)

12月29日～2月14口(1963)1 7

12月3-13口
12月 29n～ 1月 10円(1963) 7

1

1

】
12月19∩～1月31日(1963〕 15
12jJ29n～1月31n(1963) 23

1

11日2n～12月3口

6月29日～7月15日6月29日～7月15日

ラマメなどマメ科の値物を用いたoこれらの植物は､ 4

寸または5寸の架焼製瓦鉢で育てた｡ 土塊披､主に島尻

マ-ジを用V,た｡ 1鉢当りの植物の本数は､1-3本と

し､3人の場 合は夫 男々雁民の植物を植えた｡ これは､供

駄昆虫の食性が判らなV,ためとった処置である｡なお､

虫を接郁す一るに当っては､十分に所諮したものを用い

たo虫の吸汁の終った植物は､全てガラス室またはビニ

-ル嶺に移して､6-12月間観察を授けた｡ 秋冬季の場

合は､保温して､20-30oCに保ったoなまトダニ､コナ
ジラミその他笹虫の発生､侵入を防ぐために､2-3週間

ビとに殺虫剤を散布し九,殺虫剤は､主にTEPP､

バイジブトである｡

葵 験 薄 黒

天狗巣病那僻の甘誰畑を中心にして､吸収性の口器を

Jtfする戊虫を対負に採集を行なった｡1962年の秋は､勝

甘?,g0/1 エンドウ 0/I

甘謂0/1 ダイズ 0/1 ダッカセイ 0ハ

甘裾0/1 ダイズ 0/1 エンドウ0/1甘裾0/1

甘胡0/1 ダイズ 0/1 エンドウ0/1

甘詔0/I -ンT:ウ0/1

甘鯛0/1 ダイズ 0/1 エンドウ0/1
甘細0/1 ダイズ 0/1 エンドウ0/1

15i甘謂0/1 インゲン0/1ササゲ0/1

2月 薮池島

一 掃育紫
苑虫

畠山的域蛾宵宮J[

島

島

計

計

伊

伊

一

一

島

醜

-.
伊計払

一 軒地鳥

蓮半島とその付近の離島を中心にして採集したが､甘甜

畑に生息する昆虫の培類は概して少なく､ミナミマグラ

ヨコバイだけが共通して甘繊細から採集できた｡このミ

ナミマグラヨコパイは､ラッカセイ畑では上梓好多く採輿

できた｡天狗巣症状の植物は､ラッカセイ紅も多く見ら

れた｡採鮭はこれらの畑の性か把､随畔の雑草地でも行

なった｡]963年の夏の場合は､宮古の甘藷細を中心打し

て採集を行なった｡この場合は､V,ままで採集ができな

かったクロマダラヨコバイが常打採集できた.そこで､

1963年の夏はこのクpマグラヨコバイ打つV,て調べ舟｡

各種昆虫を供試したウイルス媒介の実験結果打つV'て､

1､2の例を示すと､第1表のよう打なる｡

宮古から6月打採集したクワマグラヨコバイは､ 接種

植物の全部打ウイルスを媒介した｡甘輔の発病は､ク

pマグラヨコバイをつけてから約3月稜打顕著になっ



新 海 :甘 蕗 天 拘 典 病 の 媒 介 虫 と 立 瀬 天 狗 典 揃

た｡この対照として､虫をつけなかった甘藷には発病 が

見られなかった｡ ミナミマグラヨコパイ､マグラヨコバ

イ､ 7オズキンヨコバイ､ クEJミヤタイチモジョコバ

イ､ヒメヨコバイの1種､ヒメナガカメムツの1故は､何

れも甘よ宮紅発病が認められなかった｡ただし､ミナミマ
グラヨコパイは､ダイズ､ササゲ､ インゲン､ エンド

ウ､ソラマメ打啓縮 ･;投生･花弁の美化を起す癖鏑を喋

介した｡これらの兆険は､ミナミマグラヨコバイをつけ

てから約2月綾に始まった｡

:考 察

甘題天狗典病は実験の結果､クpマグラヨコバイ打よ

って伝染が喋介されることが明らかとなったb 第1寂で

は1部の実験卿を示したに過ぎなV,が､7月に採集Lた虫

も吸㌢1瑠 詔の全部に発病が見られている｡その他の昆虫

の吸汁甘用には何れも発病が認められず､したがって甘

詣天狗典病の拭介昆虫打はならな∨ヽ クpマグラヨコ.メ

イは､1963年6月打宮古の臼胡細で発見した昆虫で､ 繊

名の同定は昆虫分瀕学の専門家打依漬してある｡クpマ

グラヨコバイの和名は､故老が与えた仮称である｡この

虫は､廿滑空の紫苑が挺めて旺盛で､田切では宜の尚狙

と共に増加する.生息場所は､甘甜畑に限られてV,る｡

突放中､この虫の吸汁打よる甘曲の淵 は著しく､J>史

で供試した昆虫にその例を見なかった｡

ミナミマグラヨコバイは､はじめ､甘紺天狗伽 の喋

介昆虫と考えれた｡Lかし､吸tf甘紬には解 か虚Llbt)

れなVも このことは､ミナミマグラロコバイかF.紺r･jj的

典帖を班介したV,ことを'fSしてV,る｡次打､この㈹山打

つV,て論議してみた∨ヽ 1962年欲の軌療打よると､鮫他

油虫たは伊計曲では､甘雌犬拘i鵬 が激発してい-Jflll打

勝接し.reラソカセイ仰臥 ラソカセイ打も')ヱ狗赦揃状純

が多く見られた｡ま7t､甘雌とラッカセィ､L川K･とiz=ン

ドゥ土た蚊ソラマメが混作されてVlる卿でttl'l州三物打=R

拘兜.FHが止られ払 廿だ古の榊故と､これらマメJi.LHl物 の

桶倣乱 凝縮･戯盛 ･花弁の娘化とvlう点で枕-政して

いるQこれらの点からして､甘粕天狗廉蛸と1･メ収の犬

拘児蛸は同一のウイルスによるものと考えられた｡しか

し､実験結盟朗読Tところでは､ラッカセイの大桐月納●

蒐生地から潔処したミナミグラヨコ′;イ好一且削fBの病

棟を吸汁させてから､甘払 ダイズ､ ササゲ､ インゲ

ン､エンドウ､ソラマメなど打つけると､マメ科の接触

縫物は何れも発病してVlるが､汀諸は轟措しなvbまた

相野繁雑させた虫に繕指を吸什させ､甘娼打つけても,

同線甘;g妓発蛸しない｡したがって,ミナミマグラヨコ

パイはマメ東の犬飼典病たけを紛 トす一ること打なる｡な

(55)

お , 第 1 表 の最初の実験例の場合､ミナミマグラヨコバ

イは 採 集 の 前にラッカIt=イの病棟からウイルスを津持し

てV,たものと思われる｡

ミナミマグラヨコバイは､ダイズ､ラッカセイなどマ

メ街でよく鮮紅する昆虫である｡圃場2)マメ新が稔実す

ると､止むを得ず甘紺へ移動する｡しかし廿舘で.D鰍

按難しく､時好夏の炎各と共妊甘粕畑での生.良皿は低下

する｡ク･pマグラヨコバイをマメ軒で飼育すると虫は早

く死亡し紫苑は不可階であるが､ILかし甘摺畑での紫苑

は旺盛に行なわれ､夏 の炎昏と共に糊加の一途をたど

る｡また､ミナミマグラヨコバイとクpマグラヨコバイ

は交配か不可随である｡これらのことは､ミナミマグラ

ヨコバイとクpマグラヨコバイは男雌主であることを示し

ている｡

以上のことから､甘紬とマメ新の発楢縫物の描徴が質

的打は一致LてVl亡も､閥地物のウイルスは別概のもの

と認められる｡沖机で見られる天狗兇症状地物は､16科

的50和におよぶとV,われてVtる｡なかでも､マメ科とキ

ク科の地物の稲敷が.人草を占めている.野外悦筋では､

キク科の地物はマメ科の組物とTLjl綴ミナミマグラヨコバ

イの生血丘が多∨ヽ これらのことから掛†作すると､天狗

典症状杷物の大半が甘粕天狗棚 とは無関係のものとvl

うことになる｡Lたが･,て､甘鵬天狗樹 のウイルスが

多くの地物を鎚すであろうとvlう巧･えjJ-は町正されなけ

ばならな∨ヽ

柑 鵬

触らjl/C川舶卿 巧でのiL(験でありr/'人:め､tl'/Jlなこと

はでき杖かつ/tが､f.I(崩としていえるとと肘 棚 火刑鵜

掴ウイルスはクロマ〆ラJ-Jバイによって肘介されると

vlうとどだある｡し/･･,かつて,今椎はクリヤ〆.](1-Jバ

イの肌晩が榔 J仏紙のJ.6-41となる｡1.J,)71'Il､BYf･r'･胸で流

出して以氷､その嘲 FのIIT･いt.と､WrlFのJお人なことで

おそれらアり潮 地相 ､ここにはじd)て榊奴的JI.lijJ'肋対

媒紬枯れるふu血LかつMLkoしかLr､ 朋 鵬のL･弧 でも

こ釦を完企紅舶銑する己とは多くの抑例が,iI.q机 :FJ打不

棚 臣でめる.Jl披ぼ､総研的な防胎教jB･えるため拓.也

のウイルス媒介のお弘 也の蝕腰などを卿BLなけかば

ならないb

また､マメ朗の月朋鋤 はミナミV〆ラヨコパイによ

って朕介され 甘紬究糾射月と舶 fja:)ものであることか

明らか7lrなった｡沖孤のダイズ､インゲン､ササゲ､ア

ズキ.ラッカセィ､ソー/.Yメ､ エンドウ､ リE7タトゥ

a:.ミナミマ〆ラヨゴ/(イが媒介するノミ狗淵)3のため

細∴ 現灯火をな披IDをうけてV,る0秒にダイズの虚地で



(58) 沖 純 鹿 波 弟2巻 節 2号 (1963)

ある小浜島､ラッカ七イの栽培が多V,伊計島では､この

天狗地相発生のため 貯著 しい披宮を受けてい%｡この虫

は鯛 的に生息して Vtる｡今綾は､マメ額の天狗典病に

つV､ても卜分秒威 し､朗禿､研究の必額がある｡

謝 辞

との研究kL 琉球晩僻 局出港深安里相見課長ほか

硯Ll各位の授助を受けた｡特にiI･艶里俊一氏紅は終始格

別な厄介になった｡庭在光である琉球脚 教場では､

斉唱丈太郎場良性か場只各位には唖Jt便宜を与えられ

た｡q.hfに戚平地胎正訂のtg,力と､研究施設を快よく提供

してくれた稚拙偶陣､長山正利､野島武威の各氏に対L

捌鹿を火する｡クpマタラヨコノくイの採処は､宮古支場

ド他俊火代の肋))に免うところ75:人を∨ヽ Bf棚 範段場

il乙Vf地代に牡､僻に和戚な批判と助旨をたまわつれ 辞

Jh鮎IIf､tTE･iLifiJ*'･勝､政ポ汲拝仰D､阿良吸正君らの熱心

なW))は研究退行_1･.人vl'.u一題であった｡他防佐久共長

)lJnyT･F<､流人A'b泣触一哉滋､北大村山大dd救援､琉大与

)jfS何軒削 Tの惇恋も忘れることができな∨ヽ この研究

図 版

1. クロマダラヨコ′<イ

▲ソー
3

馳金甘腰 (沖純】粥 -､以下同じ)

ク伊マグラヨコパイのウイルス媒介によって三抱汚

した甘鋸の初 期病後 :雛 か軽く上に捲いてく

る｡
4-6.タロマグラヨコバイのウイルス媒介好よって農

辞した甘児の典型的な病敏 :英は上方紅捲き､新

井はねじれて窃型となる｡

は､日本政府の沖枇援助の一環として行なわれたもの

で､特'JE那覇日本政府南方連絡事務所 のお世 話になっ

た｡明記して謝意を鼓する｡
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